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運営ブログ法人サイト
認定NPO法人 はままつ子育てネットワーク ぴっぴ
電話： 053-477-8873 / 080-5678-5255
E-mail: pippi@hamamatsu-pippi.net
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私たちは、浜松市および周辺地
域の人々に対する子育てサポー
トを目的に、子育て中の親の視
点で考え、子育てしやすいまちづ
くりを目指して活動しています。

2024年1月1日に起きた能登半島地震による被災者支援として、たくさんの方に寄付、お
もちゃや絵本の提供などをしていただきありがとうございました。
2024年度は、前年度に引き続き珠洲市の子育て家庭を応援させていただきました。発災
後数か月が経ったものの、断水の期間が長引き、子どもたちがのびのびと遊べる場所が
限られていたことなどが影響して、珠洲市からおもちゃや絵本等、子どもたちが室内でも
存分に遊べるような応援がほしいという声がありました。そこで、4月には、自宅で眠って
いたおもちゃや絵本、卓球台等を個人や団体から寄付していただき、ゴールデンウィーク
に珠洲市健康増進センターを通じて、子どもたちが集う場に寄付をすることができまし
た。また、9月には、乳幼児連れの子育て家庭の皆さんに、メッセージ付きのお菓子を送り
ました。引き続き支援を行って参りますので、ご協力よろしくお願い致します。

ぴっぴへの寄付は、寄付金控除の対象で、最大40％が戻ってきます。

ぴっぴの活動を、寄付で応援してください!

▼例えば3万円寄付すると……

所得税(30,000円-2,000円) × 40％ ＝ 11,200円
住民税(30,000円-2,000円) × 4％   ＝   1,120円

合計控除額　　　　　　　　　　    =  12,320円

＜特別控除額の計算＞

その年に支払った
認定NPO法人等
寄附金の額の合計額

認定NPO法人等に
対する
寄附金特別控除額
(100円未満の端数切捨て)

× 40％ ＝

※但し、その年分の所得税額の25％相当額が限度

寄付の方法

現金 事務局で受付けております。　

銀行振込 お電話またはメールをいただければ、振込先口座をお知らせします。
電話：053-477-8873　　e-mail：pippi@hamamatsu-pippi.net

クレジット
カード決済

VISA・Master Card・JCB・American Express・Diners Club
のカードをご利用できます。

クレジットカード決済・
口座振替での寄付の
お申込みはこちらから

能登半島地震で被災した
子育てファミリーの支援 継続中！

収入

金額(円)内容

支出

2025年度繰り越し

2023年度から繰り越し

寄付収入

合計

雑費（お菓子等購入）

輸送費

支払手数料

合計

306,928

51,000

357,928

150,830

51,071

550

202,451

155,477

浜松の子育ての魅力を届ける

浜松を知れば子育てがもっと楽しくできる！
移住チラシの作成
浜松市で子育てをする魅力を尋ねると、「自然が豊か」「気候が温暖」「東京と大阪のまんなかとい
うロケーションが良い」「公園や病院が多い」「人がやさしい」「都会と田舎を感じる」「食べ物がお
いしい」「文化や産業が豊か」などがあげられます。こういう良さは、他市町村の生活を知っている転
入ファミリーの皆さんから耳にすることが多いので、ただの“手前みそ”ではありません。この魅力を
浜松市外で子育て中の人たちに向けて伝え、浜松市に移住してもらうためのチラシをぴっぴが手が
けました。チラシの表紙の写真は、「フォトコンテスト」に応募された作品から選んで使ったもので、
住民参加型で作成しています。　

浜松の魅力・面白さを集めた
「パパママインタビュー ～教えて！みんなの『浜松あるある』～」

ぴっぴサイトの特集記事では、「浜松の子育て支援レポート」「耳より情報」「子育
て応援企業紹介」「パパママインタビュー」「クローズアップひと」という5つのカテゴ
リで、ほぼ毎月更新しています。
中でも「パパママインタビュー」では、現在子育てしている人を中心にした生の声で、
日々子育てをする中で疑問や不安を感じることをみんなはどのように考えているのか
を集めています。2024年度は4つの結果が掲載されました。一番たくさん意見が集
まったのは「子どもを預けることについて、どう思いますか？」で、342件の回答があり
ました。また、「教えて！みんなの『浜松あるある』」の回では、浜松で
よくある日常ですが、転入した人からすればびっくりする「浜松ある
ある」がたくさん集まり、浜松生活の楽しさが伝わります。

浜松を知れば子育てがもっと楽しくなる！
「フォトコンテスト」年2回開催
浜松市子育て情報サイトぴっぴでは、年に2回、フォトコンテストを行っています。テーマ
は「子どもの記憶に残したい浜松の風景」です。浜松市内の魅力的な場所・イベントな
どを撮って応募していただいています。その中で優秀作品はぴっぴサイトのトップページ
に掲載されます。掲載された画像はダウンロードが可能で、ぴっぴのサイトやSNSなど
の他、様々な広告媒体で使用されることがあります。
また、ぴっぴサイト内のフォトギャラリー「子どもの笑顔は宝物」で紹介する0歳から小
学生以下のお子さんの写真を、通年募集しています。写真のテーマは、「子どもの笑顔は
宝物」です。応募していただくと、翌月の2か月間、フォトギャラリーに掲載されます。
応募された写真からは、浜松市の魅力的な景色・文化・風習・人の温かさなどが感じられ、浜松市で子育てできることを誇りに感
じられたり、その楽しさやうれしさに感動したり、新たに気付かされることがあります。これからも私たちは、浜松市で子どもたち
を取り巻くたくさんの人たちと一緒に、浜松の子育ての魅力を伝えていきます。

チラシのダウンロードはこちらから▶

能登半島地震被災者支援中間報告(2024年度)

フォトコンテスト２０２４秋・冬最優秀賞受賞作品
タイトル：パパと水切りしたよ

「パパママインタビュー　～教えて！みんなの『浜松あるある』～」はこちらから▶

認定NPO法人はままつ子育てネットワークぴっぴの2024年4月～2025年3月までの活動報告をします。



災害時の
支え合いを考える

父親＆母親のための子育て教室

ムービーギャラリー 好調！
わらべうた新シリーズ

2005年にリリースされた「浜松市子育て
情報サイトぴっぴ」。当初は子どもが寝て
からパソコンを開いて情報収集という時代
でしたが、今では誰もがスマホでいつでも
どこでも検索でき、ホームページだけでな
く、SNSを使って情報収集という時代にな
りました。それでもぴっぴサイトは、コロナ
禍の苦難を乗り越え、活用していただいて
おります。子育て支援事業の詳細や各種手
続きについては、SNSでは情報提供しきれ
ません。だからこそ「ぴっぴのホームページ
で助けられました！」という声をいただきま
す。今後も、子育て中のあなたのライフス
テージに寄り添い、節目ごとに必要な子育
て情報を提供し続けます。

「浜松市子育て情報サイトぴっぴ」の
中にある動画コンテンツ「ムービーギャ
ラリー」。わらべうたシリーズが一番人
気です。2024年冬、新しく『なかなか
ほい』『にんどころ』『じぃじぃばぁ』
『ももやももや』の4つのわらべうた
が、ついに仲間入り。家庭で、あるい
は、子育て支援の場で使ってください。

国内外の珍しいおもちゃに、親子が大喜び。評
判が良かったので、後日、つみきのおもちゃを期
間限定で（2/24～28）貸り受け、いつもと違う
つみき遊びができました。口コミで広まりこの期
間は利用者が激増。午前中に来た親子が、午後
も再び遊びに来るほど楽しんでもらえました。

おもちゃひろば（1/19実施）

浜松学院大学の学生が、クリスマスにちなん
だ絵本の読み聞かせ・手遊びなどを行い、子
どもたちがパパママと一緒に大喜びでした。

パパと遊ぼう　　　 （12/7実施）
～あわてんぼうのサンタクロース～

子育て支援ひろばさわさわひろば～「まなびば」「ぱぱのば」「しゃべりば」等
たくさんの親子の交流の時間を作った～利用者の反応が良かった例

子育てと仕事の両立を支える

ファミリー・サポート・センター
手続き等のオンライン化

ママの働くための出張講座
（旧出張マザーズコーナー）

浜松医大アカデミックスクール
（学童保育）

保活に役立つ
『保育チャットボット』と『必要書類判定ナビ』

ことばの壁を
乗り越えてつながる

毎年全国規模で行われている「ぼうさいこくたい」
へ、今回で3回目の参加でした。今回は、浜松市役所
危機管理課の小林課長と原田博子理事長とのトーク
ステージ。15分というかなり限られた時間の中で、発
災直後に行政と民間が協力しあいながら被災地が本
当に必要としている支援をいかに行うかということ
を、能登半島地震の事例をもとに発表しました。

ぼうさいこくたい in 熊本でステージ発表

防災学習センター：市民の防災力向上を目指し、「被災」を
2024年度のテーマとして、講座・イベントをほぼ毎月実施

3年目の実施となった夏休み限定の学童保育。今回の
申込み倍率は約3.5倍でした。人気の理由のひとつ
は、子どもたちを預かるだけでなく、浜松医大の教職員
による様々なプログラムの提供です。子どもたちの好奇
心が止まりません。また、
医大生が学生スタッフと
して協力してくれて、子ど
もたちにとってもお兄さ
ん・お姉さんがいてくれる
安心できる場が提供でき
ました。

認可保育施設の入園等に関する疑問を解消してくれる『保育
チャットボット』や、入園手続きに必要な書類を個別に教えてくれ
る『必要書類判定ナビ』を知っていますか？ぴっぴサイトの中の
「保育園・幼稚園・こども園」の各ページについている「保育につ
いて聞く」「保育書類ナビ」の窓をクリックしてスタートしてくださ
い。例えば、「保育について聞く」では、「認可保育施設の入園申
込みができるの？」「保育料について知りたい」という疑問を解決
できます。「保育書類ナビ」では、個人の状況によって認可保育施
設入園申込みに必要な書類が違うので、自分の場合はどのような
書類を揃えなければならないかがわかります。入園申し込みをし
たい人だけでなく、企業の人事や総務の担当者にも便利に活用し
ていただけます。

「浜松市オンライン申請」でおねがい会員登録の受付を導入してか
ら、24時間申請ができるようになりました。併せて毎年行っている
登録情報更新・変更届や、サポートごとに提出する援助活動報告
も、オンライン申請ができるようになり、徐々に活用されています。
また、会報もぴっぴサイトにPDFで
掲載し、いつでも閲覧できます。
さらに、サポートの感想や疑問など
を、いつでもオンラインでセンター
に報告できる「ふぁみぼ(ファミサ
ポメンバーズボイス)」を始めまし
た。今後も忙しい子育て世代に寄
り添った運営を行います。

講座名が変わり、申込が昨年と比べ3割以上増加し、参加者は求職
中の人より育休中の人が多い傾向にありました。個別相談では、保
育相談やファミサポの登録受付件数が増加。保育相談については、
平均すると毎回10人位が相談を受けるという状況。保活に備えて最
新情報を収集をしようという積極的
な人や、情報が溢れすぎて自分では
探しきれない人が参加しました。子
育てと仕事の両立生活に向けて不
安解消や、アドバイスを受けて、ほと
んどの人がアンケートで、「期待通
りだった」「今後もこの講座を継続
する必要がある」と回答しました。

初めて全てのブースで事前予約不要かつ、誰で
も参加可能な形式でのイベントを開催。スタン
プラリーやワークショップの材料など、ほとんど
が無くなるほどの盛況ぶりでした。最近では、最
多来場者数の、114組319人でした。

夏フェスタ2024 ～雨にも負けず、地震にも
負けず！！災害から命を守れるようになろう！～

浜松市内の高校を対象に、高校生自身が未就
学児・小学生をターゲットにした防災ワーク
ショップの企画運営ができる力を身に着けるた
めの指導を約半年間行いました。プログラム開
始から4年目の2024年度は3校が参加。防災
学習センターの講座やイベントで披露された
ワークショップはどれも好評でした。

防災を教わる人から伝える人へ
「浜松市防災ユース・アンバサダープログラム」

定員40人のところ、申込倍率は約2倍。締切
後の問合せも多数あり。2024年度の講座の
中では新規申込み者の割合が6割以上と、最
も高い講座でした。ペットの防災についての
関心の高さがうかがえます。

ペットと避難 ～日頃の備えが家族を守る～

《常設ひろばの講座・イベント》
●要予約の講座
『妊婦さんと家族のための講座（要予約）』
『多世代支援講座（要予約）』
『すこやかday』
『パパのば（要予約）』
『まなびば』
●予約不要イベント
『しゃべりば』
『はますくノートweek』
『さわちゃんday』
『ひろちゃんday』

詳細はこちらから

これまでのぴっぴのイベントとは違い、多国籍な人が
集まり、いろいろな国の食材を使った“お好み焼き”
を焼きながら、それぞれの国の食文化や習慣の違い
を知り、交流するチャレンジ企画でした。各国のコ
ミュニティリーダーにも協力してもらうことでスムーズ
に新しい団体や個人とのつながりが生まれました。

料理で世界とつながろう！
(UD・男女共同参画提案事業)(11/10実施)

子育てに役立つ情報を届ける

浜松市子育て情報サイトぴっぴ

発達が気になる子の子育て
～子どもの見る力を育てよう～

“ビジョントレーニング”とい
われても、まだ聞き慣れないか
もしれませんが、見る力は、家
庭でできる遊びで養われると
いう体験ができました。

詳細はこちらから
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